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2 一 サジ ー (礼拝) 


① サ ラー の 意味 と その 地位 と 徳 


RI 











に 次 ぐ 重 要 な 基幹 を 


形成 し て いま す 。 サ ラー は 安全 な 状態 で あろ うと 危機 的 な 状態 で も ろう と 、 健 康 で あろ 
う と 病気 で あろ うと 、 人 と 旅行 者 で あろ うと 、 MMOG 締 6 









































に 適っ た サラ ー の 形 と 数 が あり ます 。 





@⑯ サラ ー と は : タク ビー ノビ に 始ま り タ スリ ー ム で 締め くく られ る 、 特 





ら な る プ バ ー ダ ( 祭 拝 行為 ) の こと で す 。 





⑯ サラ ー の 義務 性 に 秘め られ た 英知 : 


ー は 光 で す 。 そ し て 光 が 明 か り を 提供 し て くれ る よう に 、 サ ラー 
と いざない 、 ア ッ ラ ー へ の 友和 行為 か ら 押し 留め 、 下 品 な 物 表 や 馬 ま か 
の で す 。 























も 男女 の ムスリム に 義務 付け られ て いる の で す 。 そ し て その 各々 の 状態 に お いて 、 そ こ 





葉 や 動作 か 


針 
ざ 
想 
清 





は 人 を 正しい 道 へ 
ら 遠 の け て くれ る 





@⑯ サラ ー は 、 し も べ と そ の 主 を 取り 持つ 絆 で す 。 そ し て それ は 宗教 の 要 で あり 、 そ こ に お 

















いて ムスリム は 主 と の 密談 の 喜び を 見 出し ます 。 また ムスリム は そこ 
の て 
は 叶い 、 そ れ に よっ て 現世 に お ける 心配 や 苦痛 も 和らげ られ ます 。 











優れ させ 、 満 足 感 を 得 、 心 の 平安 を 見 出し 、 楽 し み を 得る の で す 。 
願い 

















に お いて 気持 ち を 











⑯ サラ ー に は 起立 や 座位 、 ノ レク ーッ (お 辞 儀 の 形 の 礼拝 動作 ) や サジ ダ ( 踊 拝 ) な ど と い 























っ た 諸々 の 言葉 や 動作 な ど に 代表 され る 、 身体 的 側面 に 関連 し た 外 直 

















的 な 部 分 が ある 一 























方 、 至高 の アッ ラー の この 上 な い 倍 大 さ を 讃え る こと や 、 彼 を タク 














れ を 長 れ 、 愛 し 、 か れ に 従い 、 讃 美 し 、 感 謝 し 、 身 を 低め て 服 す る こと な ど 、 心 的 側面 








2 過 09 

















に 関連 し た 内 面 的 な 部 分 も 存在 し ます 。 つま り サ ラー に お ける 外面 的 な 部 分 と は サラ ー 






























































に お ける 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の 言動 を 忠実 
































長 怖 の 念 を 発揮 する こと で す 。 





、 訳者 注 :「 ラ ー・ 了 ラー ハ ・ プ イッ ラッ ラー、 ム ハン マ ド ッ ラス ー ル ッ ラ テー (アッ 











に 再現 する こと で 、 




















内 面 的 な 部 分 と は そこ に お いて や タウ ヒー だ 、 イ ー マ ー ジ 、 イ フラ ー ズ ス ( 真 撃 さき ) や 

















ラ の 





べき も の は な く 、 ム ハン マ ド は その アッ ラー の 使徒 で ある )」 と いう 証言 の 言葉 。 こ の 言葉 に よっ て 人 は ふ ム 

















の ンク この 4090 うす 
訳者 注 ・「 ア ッ ラ ー フ ・ ア ク バ ル 」 と いう 言葉 の こと で す 。 





(の) 









































訳者 注 : 礼拝 最後 の 動作 で 、 右 と 左 に 振り 向い て 挨拶 する こと 。 
^ 訳者 注 : 詳 しく は 「 タ ウ ヒ ー ド と イー マー ン 」 の 章 の 「 タ ウ ヒ ー ド 」 の 項 を 参照 の こと 。 
?〉 訳者 注 : 詳し く は 「 タ ウ ヒ ー ド と イー マー ン 」 の 章 の 「 イ ー マ ー ン と イー マー ン の 諸 特 質 」 の 項 を 参照 
の こと 。 
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@⑯ サラ ー に は 身体 と 魂 が あり ます 。 サ ラー の 身体 と は 、 起 立 し た り 、 ル クー ルウ (お 辞 儀 の 
AP 
魂 と は アッ ラー の この 上 な い 偉 大 さ を 讃え る こと や 、 か れ に 対す る 明 怖 の 念 、 寿 美 、 祈 


願 、 罪 の 導 し を 如 う こと 、 ま た アッ ラー の 使徒 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) 
と その 系 譜 、 お よび 正しい し も べた ち に 祝福 と 平安 を 祈る こと で す 。 










































































@ アッ ラー は ムスリム が 2 つの シャ ハー ダ を し た 後 、 そ の 人 生 を 4 つの 物事 - の サラ ー② 
が ザ カ ー ( 浄 財 ) ③ サ ウム ( 斎 戒 ) ⑳ ハ ッ ジ (大 巡礼 ) - で 規律 付け る こと を 命じ し られ ま 
し た 。 そ し て これ ら が イス ラー ム の 諸 基 幹 と 呼ば れん る も の で す 。 そ れ ら の 中 に は 、 人 間 
の 心 と 財産 、 欲望 と 性 質 に 対す る アッ ラー の ご 命令 を 遂行 する た め の 実 技 演習 が 潜ん で 
いま す 。 そ し て それ は 、 ム スリ ム が その 人 生 を 自ら の 私 欲 の 赴く まま で は な く 、 ア ッ ラ 
ー と その 使徒 の 命 に 則 し 、 か つ ア ッ ラ ー と その 使徒 が 愛 で ら れる よう な 形 で 送る た め の 
も の な の で す 。 







































































人 @ ムスリム は サラ ー に お いて 、 自 ら の 身体 の あり と あら ゆる 部 分 を アッ ラー の ご 命令 の 遂 
行 の た め に 従わ むせ ます 。 そ れ は 道徳 、 実 生活 、 食 事 、 衣 服 な ど 人 生 の 全て の 側面 に お い 
て アッ ラー に 服従 し 、 かつ そ の ご 命令 を 遂行 する た め な の で あり 、 サ ラー の 最 中 で あろ 
うと それ 以外 の 時 で あろ うと 主 に 従順 で ある よう に ある が た め の も の な の で す 。 




































































@⑯ また サラ ー は 悪事 に 走る こと を 抑制 し 、 悪 行 の 罪滅ぼし に も な り ま す 。 





アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 、 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か 
ら の 平安 と 祝福 あれ ) が この よう に 言う の を 聞き まし た :1 あな た 方 の ( 家 の ) 扉 の 前 に 1 
本 の 川 が あり 、 そ こ で 毎日 $ 回 洒 浴 する と したら 、 一 体 体 に 汚れ の 跡 な ど 残 る で あろ うか ?" 
( 教 友 た ち は ) 言い まし た * 汚れ の 跡 な ど 少 し も 残ら な いで し ょ う 。* ( 預 言 者 は ) 言い ま 
し た それ こそ (毎日 ) 5 回 の (義務 の ) サラ ー の よう な も の で ある 。 ア ッ ラ ー は それ で 
も っ て 人 罪 を 抹消 し て 下さ る の だ 。"」 (アル ニテ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 ?) 




































































@ 心 の 正しい 状態 : 














心 が 正しい 状態 に あれ ば 、 身 体 も そう な り ま す 。 そ し て 心 の 正しい 状態 と いう も の は 
以下 の 2 つの こと に よっ て 達成 され ます : 


























分 が 愛す る こと より も 、 至 高 の ア ッ ラ ー が 愛 で ら れる こと を 優先 づけ る こと 。 





アッ ラー の ご 命令 と 禁止 令 つまり イス ラー ム の 教え を 尊ぶ こと 。 こ の こと は 、 命 
EN 偉大 か つ づ 荘厳 な る アッ ラー を 尊厳 視 す る こと に より 
動機 付け られ て いな けれ ば な り ま せん 。 と いう の も 人 は 何ら か の 命令 を 遂行 する に 



































? サ ヒ ー フ ・ ア ル = テ ブ ハ ー リ ー (S$28) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (667)。 文 章 は ムスリム の も の 。 
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あたっ て 、 他 人 の 
り し て いる こと が 往々 


を 気 に し た り 、 
に し で ある か ら で す 。 


また 人 々 の 間 に 

















また 禁じ られ た こと か ら 上 


お ける 地位 や 財産 な ど を 求め た 








ら を 抑制 し 





























て いる その 目的 が 、 人 々 の 前 で 本 
され る アッ ラー の 刑 六 と いう 現世 的 箇 入 ( 


























ー 
(に 








を 保つ こと や 、 あ る い は それ を 犯す こと で 適用 
対す る 恐怖 で し か な い 場 合 も あり えま す 。 














この よう な 意味 で の 命令 と 禁止 令 の 遵守 は 、 ア デア ッ ラー の ご 命令 に 対す 





























来る も の で は な く 、 ま た 命じ られ 禁じ られ る お 方 で あや る アッ ラー の 尊 
する も の で は な い の で す 。 





@⑯@ デッラ ー の ご 命令 を 偉大 視 し て いる こと の いく つか の 後 候 : 




















た 肖 の まゆ が 選 導 8。 
候 で す : 


し も 信 が アッ ラー の 





(例え ば サラ ー な ど に お いて ) アッ ラー の ご 命令 に 
する こと 。 そ の 諸 基 幹 と 諸 義 務 、 
に 努め 、 そ れ が 義務 付け られ た 時 点 で その 遂行 
令 の 遵守 に 失敗 し た 時 、 悔やみ 悲 
アッ ラー ゆえ に 慎 る こと 。 
お いて 定め られ た 諸 規 定 の 


何ら か の 英知 を 発見 し た ら 、 そ れ に より 











に 喜び 急 で て トー と Oo 











反逆 行為 に 悲し み 、 服 令 
問題 を 粗 探し し よう と 努め た り し な いこ と 。 ま た 
更 な る 服従 と 行い の 増進 が ある こと 。 
































@ 偉 大 な る アッ ラー の ご 命令 に は 2 種類 あり ます : 





1 一 よき 種 か ら 食 を 得る こと 、 地 や 海 で の 狩猟 な ど 、 心 に も 快い 灯 
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れ も ま た 2 種 大 








に は 決し て 快く な い 労 苦 を 介 





2 一 心 

ズ イ ク ル ( 念 唱 ) 、 E 意 の イッ 
人 先 サジ マト 、 
布教 、 勧 善 懲悪 、 
の 。 


が だ ゥ デー (祈願 )、 諸 々 の 礼儀 作法 、 任 
人 NN 軽度 の も の 。 
デッラ ー の 道 に お ける ジハード が (努力 奮闘 ) な 


























プー マー ン “ は 程度 の 軽い も の で あれ 重い も の で あれ 、 ア ッ ラ ー の ご 命令 を 























で 増加 し ます 。 そ し て イー マー ン が 増加 すれ ば 以前 は 駅 わし く 思 えた こと も 
よう に な り 、 厳 し く 思 えた こと も 容易 に 感じ る よう に な り ま す 。 ア デッラ ー が 



















































































お ける 決め られ た 時 間 生 
スン ナブ" を 遂行 する こと 。 命 令 を 完全 な 形 で 遂行 
例え ば 集団 礼 提 
し むこ と 。 アッ ラー の 禁じ られ た も の が 侵犯 され た 時 ( 
E 行 為 に お いて 喜ぶ こと 。 イ スラ ー ム に 











厳 視 を 端緒 と 


ご 命令 を 偉大 視 し て いる こと の いく つか の 後 





プッ 


型 を 遵守 
まる の だ 
E な どの 人 





車 唱 








「 と 








桂 


トー 





で と て お MVY で 





に 分 けら れ ま す : 


バー ダ ( 朱 料 





。 





度 の も 


遂行 する こと 
愛し く 思 える 
し も べから お 

















訳者 注 : 預言 者 へ ハン マ ド ( 彼 に アッ ラー の 祝福 と 平安 あれ ) の 言動 や 、 彼 の 認証 し た こと 、 及び 彼 の 
性 質 的 ・ 形 質 的 諸 特 徴 の こと 。 ムスリム は 可能 な 限り 、 彼 の スン ナ を 踏襲 する べき で ある と され て いま す 。 
*% 訳者 注 : 詳 し く は 「 タ ウ ヒ ー ド と イー マー ン 」 の 章 の 「 イ ー マ ー ン と イー マー ン の 諸 特質 」 の 項 を 参照 
の こと 。 
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望み に な られ る こと は イス ラー ム の 教え を 伝え る こと と イ バ ー ダ (崇拝 行為 ) な の で あり 、 
その 目的 ゆえ に し も べべ の 3 体 が 挙動 する こと な の で す 。 
































@ 崇高 な る アッ ラー は 全て の 人 間 に 、2 つの 魂 を 与え られ まし た : それ は ① 携 乱 し た 魂 、 
と @② 平 穏 な 魂 で や り 、 互 い に 反作用 し 合っ て いま す 。 そ れ で 片方 が 軽く な れ ば も う 一 方 が 
く な り 、 片 方 が 満足 すれ ば も う 一 方 が 苦痛 を 感じ る の で す 。 そ し て 一 方 は 天使 と 、 も 2 う 
一 方 は シャ イタ ー ン と 共に あり ます 。 真理 は 全て 天使 と 平穏 な 魂 の 側 に あり 、 虚 妄 の 全て 
は シャ イタ ー ン と 携 乱 し た 魂 の 側 に ある の で す 。 そ し て この 争い は 一 方 が 勝っ た り 負 けた 
り の 繰り 返し な の で す 。 













































































⑯ イス ラー ム 法 的 観点 か ら 見 た サラ ー の 地位 : 




















男女 を 問わ ず 、 全 て の 健常 な 成人 ムスリム は 1 昼夜 $ 回 の 義務 の サラ ー が 課さ きれ て いま 
す 。 但 し 月 経 と 産後 の 出血 中 の 女性 は 、 清 浄 な 状態 に な る まで その 義務 を 課さ れ ま せん 。 
そし て サラ ー は イス ラー ム の 諸 基幹 に お いて 、2 つの シャ ハー ダ に 次 いで 重要 な も の な の で 
すっ 





























1 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た :- 実に サテ ー (礼拝 ) は 、 信 仰 者 た ち に 定刻 に 
義務 付け られ た 。, (クル アー ン 4 : 103) 





2 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た :- サラ テー (礼拝 ) を 遵守 せよ 。 そ し て 中 間 の サ 
ラー" を 。 そ し て (サラ ー に お いて ) アッ ラー に 対し 、 従 順 で ある の だ 。 , (クル アー ン 2 : 
238) 

















3 一 アブ ドッ ラー・ プ ブン ・ ウ マル (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 ア ッ 
ラー の 使徒 (後に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た * イス ラー ム は 5$ つ (の 
寺 欠 ) が 所 還 ) 且 ES で いのら (で れ と は ) し デジ と ら 2NR や デジ デ ッ ア テー イジー パッ ュ イ ツア 
ツウ グー、 バ ピッ デジ の この ポッ デン ナス の と マグ クジ シッ ズン ドレ ジャ アテネ ーー ル ング 人 秋 は 。 

アッ ラー の 他 に 真 に 崇拝 すべ きも の は な く 、 ム ハン マ ド が その し も べべ で あり 使徒 で ある こ 
と を 衣 寺 る)) BN シャキ クーク グ と 、 サ ラー を 肝 う と と 。 ん ルビ ( 浪 財 ) 獲 放 まこ と 。 ハ 
必 (大 区 か を し で テマ グー ン 月 の ナウ スム ( 記 基 ) で ある (アデル ラテ フ ハー リー と ふ 
スリ ム の 伝承 
























































4- イ ブン ・ ア ッ パ バース (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 問 言 者 ( 彼 に アッ ラ 
ー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は ム ア ー ズ を イエ メン に 派遣 し 、 こ う 言 いま し た :「 彼 ら (イエ 
メン の 民 ) を 、 ア ッ ラ ー の 他 に 真 に 祭 拝 すべ きい か な る も の も な く 、 そ し て 私 が アッ ラー 
の 使徒 で や る と いう シャ ハー ダ (証言 ) へ と いざ な え 。 そ し て も し 彼ら が それ に 従っ た ら 、 















































2 訳者 注 :「 中 間 の サラ ー」 と は アス ル の 礼拝 で や る と いう 説 が 濃厚 と 言わ れ て いま す 。 
D サ ヒ モーフ ・ ア ル = テ ブ ハ ー リ ー (8) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (16)。 文章 は ムスリム の も の 。 
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アッ ラー が 彼ら に 1 昼夜 5 回 の サラ ー を 義務 付け られ た こと を 教え る の だ ・・・」( ア ル = テ 
ブ ハ ー リ ー と ムスリム の 伝承 





@ 成年 の 徴候 : 





























諸々 の 義務 行為 が 課さ れる ムスリム と は 、 精 神 の 健常 な 成年 の こと で す 。 そ し て 男女 に 
共通 する 成年 の 徴 侯 と は : ① 年 齢 が 15 歳 に 達する こと 、② 陰 毛 が 生 える こと 、③ 精 通 、 の 
3 つの 内 の どれ か で す 。 

尚 男 性 特有 の 徴 侯 と し て は 、 あ ご と 口 に ひげ が 生え る こと が あり ます 。 

また 女性 特有 の 徴 侯 と し て は 、 和 妊娠 と 月 経 が あり ます 。 尚子 供 は 7 歳 か ら サ ラー を する 
よう 命じ し られ 、10 歳 に な っ て も そう し な けれ ば 懲罰 を 与え る べき と され ます 。 

























































































@ サラ ー の 重要 性 : 












































アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら 
の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 1 審判 の 日 に し も べ が 真っ 先 に 清算 され る の は 、 サ ラ 
ー で ある 。 そ れ が 完全 な 形 で 遂行 され て いれ ば 、( そ の 報奨 も ) 完全 に 定め られ る が 、 も し 
何ら か の 不足 が あれ ば アッ ラー は (天使 た ちら に ) こう 仰る :「 彼 に 、 彼 の 義務 (の サラ ー) 
の 不足 を 補完 する よう な 、 任 意 (の サラ ー) が ある か どう か 、 見 て みよ 。」 そ し て それ か ら 
全て の 行い が 同様 に 清算 され て いく の だ 。"」 (アン テニ ナ サ ー イ ー と イブ ン ・ マ ー ジ ャ の 伝承 
0 





















































@ 義務 の サラ ー の 数 : 














アッ ラー は と ジュ ラ " の 1 年 前 の 夜 の 旅 “ の 際 、 そ の 使徒 に 何 の 仲介 も な く 直 接 的 な 形 “ で 
サラ ー を 義務 付け られ まし た 。 儲 高 な る アッ ラー は 当初 全て の ムスリム に 1 昼夜 30 回 の サ 
ラー を 定め られ まし た が 、 こ の こと は サラ ー の 重要 性 と アッ ラー の サラ ー に 対す る 籠 愛 を 
示し て いま す 。 そ れ か ら こ の 数 は 此 高 な る アッ ラー の 恩恵 と ご 慈悲 に より 軽減 され 、 実 際 
に は 1 昼夜 5 回 で も 報 所 に お いて は 50 回 の それ に 値する も の と な っ た の で す 。 

































































@ 全 ム スリ ム の 男女 に 課さ れ た 義務 の サラ ー は 5 回 : の ダフ ル と 、② デ アデ スル 、③ マ グリ デブ 
と 、④ イ シャ ー、⑤ フ ァ ジ ェ ル "で す 。 





"” サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (1395) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (19)。 文章 は アル ニブ ハー リー の も の 。 
” 真正 な 伝承 、 ス ナン ・ ア ン ニ ナ サ ー イ ー (S64) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ン ニ ナ サ ー イ ー (452) 、 ス ナン ・ 
イブ ン ・ マ ー ジ ャ 425) 、 サ ヒー フ ・ イ ブン ・ マ ー ジ ャ (824)。 
3 訳者 注 : ムスリム が マッ カ か ら マ ディ ー ナ へ 、 宗 教 追 害 を 回 避 し て 移住 し た 出来 
の こと 。 
14 訳者 注 : 預言 者 へ ハン マ ド が 、 1 晩 で セッ カ か ら エ ル サ レ ム ま で 移動 し た 奇跡 の 「 夜 の 旅 」 の 事 を 指し 
て いま す 。 そ し て 更に 彼 は 、 そ こ か ら 大 天使 ジブ リー ル に 伴わ れ て 天界 を 訪問 し まし た 。 
訳者 注 : 啓示 は 大 天使 ジ ど ブ リー ル の 仲介 を も っ て 下っ て いま す が 、 サ ラー は 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か 
ら の 祝福 と 平安 あれ ) が アッ ラー か ら 直 々 その 義務 を 承っ た の で す 。 
? 訳者 注 : 詳 し く は この 章 の 「3. $ 回 の 義務 の サラ ー の 規定 時 間 」 の 項 を 参照 の こ と 。 
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。 いわ ゆる 「 聖 避 」 


















































⑯ サラ ー の 義務 性 を 否定 する 者 、 及 び サ ラー を し な い 者 に 関す る 諸 見 解 : 


サラ ー の 義務 性 を 否 





れ を 教え な けれ ば な り 





ら 
だ 
思 





彼 は 不信 仰 者 と し て 処刑 され 3 


至 


1 一 





アー ン 9 : 11) 


2 一 ジャ ー ビ ル ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い 
昌 あ れ ) が こう 言う の を 聞き 3 


戸 


ラー か ら の 平安 と 祝 




















テー 








高 の ア ッ ラ ー は こう 仰 ら れ 


し た 者 は 、 不 信仰 に 陥 っ た こと に な りき 
サラ ー を し な い 者 も 同様 で す "。 も し その 者 が サラ ー の 
ませ ん が 、 も し それ を 承知 の 上 で 放棄 し て いる 者 は 3 
し て 悔 惜 を 勧め られ ます 。 そ の 際 に も し 悔 惜 せ ず サ ラー の 義務 性 を 否定 し 続け る の な ら 、 
誠 








る も の は 、 サ ラー で ある 。" 」( ム スリ ム の 伝承 人 








E す 。 怠慢 や いい 加減 さか 
義務 性 に つい て 無知 で ある の な ら 

















日 間 を 期限 








た し た :- そし て 彼ら が 悔 悟 し 、 サ ラー (礼拝 ) を 行い 、 
ザ が カー ( 浄 財 ) を 施す の で あれ ば 、 彼 ら は 宗教 に お ける あな た 方 の 同胞 で ある 。, 


(クル 








E し た :「 私 は 、 預 言 者 ( 彼 に アッ 
E した? 人 を シル ク " と 不信 仰 か ら 隔て 




















3 一 イブ ン ・ ア ッ バ パース (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 (後に アッ ラ 


戸 


ー か ら の 祝福 
ー の 伝承 “) 


と 当 




















F 安 あれ ) は 言い 3 





E し た :1 径 教 す る 者 は 殺し な さい 。"」 














(アル テ ブ ハー リ 


@⑱ サラ ー を 否定 し た り 放 棄 し た りす る 者 に 現れ る 諸々 の 悪影響 : 


1 一 人 生 に お いて は 、 以 下 の よ うな も の が 挙げ られ 
に ある こと は 許さ れ ま せん 。② ム スリ ム が この 者 を 後見 する 義務 も 、 彼 が ムスリム を 後見 
も な く な り ま す 。③ こ の 者 は ムスリム か ら 遺 産 を 受け 取る こと が 出来 ませ ん 。④ 
尼 殺 し た 動物 の 肉 は 食べ る こと が 禁じ られ 3 





き マ 科 


する 義務 
この 者 が 

















E す : ゆこ の 者 が ムスリム と 婦 








内 








関係 














E す 。⑤ マ ッ カ 及び その 周辺 の 聖域 に 


は 入れ ませ ん : と いう の も 、 彼 は 不信 仰 者 と 見 な され る ぞ か ら で す 。 





2 一 そし て 死後 に お いて は 以下 の よう な も の が あり 














体 を 洗浄 さき され た り 、 イ スラ ー ム に お ける 死 装束 で くる 
れ た り 、 ム スリ ム の 墓地 に 埋葬 され た りす る こと は あり ませ ん : 





7 訳者 注 : 実際 の と ころ 


り 不 信仰 者 の 範 晴 に は 入ら ず 、 


18 














E れ た り 、 





E す : ① こ の 者 は ムスリム に よっ て 遺 


葬儀 の サラ ー を 執り 行わ 
と いう の も この よう な 者 











「 訪 慢 や いい 加減 さか ら サ ラー を し な い 者 」 は サラ ー の 義務 性 を 否定 し な い 限 
ム ス ! 











ム の 罪深い 放 持 者 と 見 な され る の が 4 大 法学 派 の 見 解 で す 。 








訳者 注 : サラ ー の 義務 必 





E を 机 























但し その よう な 者 を 拘束 し て 3 
指導 者 、 あ る い は その 代理 で な け 














間 | 














悟 を 勧め た り 、 そ の 後 の 処 








来 ま せん 。 

9 訳者 注 : 詳 し く は 

9. 2 更 師 の スリ 89) 
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仰 者 と は 見 


ヒー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (3017)。 
訳者 注 : 前 出 の 通り 、 例 え サ ラー を 放棄 し て いて も 、 サ ラー の 義務 性 を 
な され な いと いう の が 、4 大 法学 派 の 見 解 で す 。 














6 


定 する 者 は 、 棄 教 者 と 見 な され る の が 4 大 法学 派 の 一 致 
の 実行 命令 を 下す の は 
けれ ば な ら ず 、 そ れ 以 外 の 者 が 勝手 に その よ 






































見 解 で す 。 
の 統治 者 か 
うな こと を 実行 する こと は 出 








7 を 

















「 タ ウ ヒ ー ド と イー マー ン 」 の 章 の シル ク の 項 を 参照 の こと 。 


否 


定 し て さえ いな けれ ば 不信 








は ムスリム と は 見 な され な いか ら で す ぞ 。 








⑱ サラ ー を 完全 に 放棄 し た 者 は 、 イスラーム を 乗 教 し た 不信 仰 者 と 見 な され ます 。 一 方 完 
全 で は な いも の の 、 時 々 サラ ー を する よう な 者 は 不信 仰 者 で は な く 、 大 罪 を 犯し アッ ラ 
ー と その 使徒 に 反逆 し て いる 、 宗 教 に お ける 放 培 者 と 見 な され ます 。 

















@ 来 た る サラ ー の た め に 待機 する こと の 徳 : 


アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ 
ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た :「 し も べべ は サラ ー が 行わ れる 場所 で (来る べき ) 
サラ ー を 待機 し て いる 間 、 サ ラー の 中 に いる の だ 。 そ し て 天使 た ち は 彼 が 立ち 去る か 、 あ 
る い は 清浄 な 状態 で な く な る まで 、( 彼 の た め に 祈っ て ) こう 言う ? アッ ラー よ 、 彼 の 罪 
を お 赦し 下さ い 。 ア ッ ラ ー よ 、 彼 に ご 慈悲 を お か け 下 さい 。" 」 (アル テ ブ ハー リー と ム ス リ 
ム の 伝承 
































@ 清浄 な 状態 で サラ ー の ため に モス ク へ と 歩み 行く こと の 徳 : 








1 一 アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 
に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た * 家 で 体 を 清め 、 そ れ か ら ア ッ ラ ー が 定 
め ら れ た 義務 を 果たす た め に アッ ラー の 家 (モス ク の こと ) へ と 歩み 行く 者 は 、 そ の 片足 
の 1 歩 ご と に その 罪 が 赦 さ れ 、 も う 一 方 の 足 の 1 歩 ご と に その 仁 階 が 上 げ ら れる で あろ 
う 。" 」 (ムスリム の 伝承 や) 



























































2 一 アブ ー・ ウ マー マ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に ア 
ッ ラ ー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 義 務 の サラ ー の た め に 清め られ た 状態 で 家 
を 出る 者 に は 、 プ フラ テー ム や を し て ハッ ジ (大 巡礼 ) する 者 の 報奨 と 同様 の 報 状 が あろ う 。 
そし て が ゅ ゥ ハー (午前 中 ) の 任意 の サラ ー の た め だ け に 労 茸 を 忍 ん で 家 を 後に する 者 に は 、 
ウス ムラ ( 小 巡 礼 ) を する 者 の 報奨 と 同様 の 報奨 が あろ う 。 ま た サラ ー の 後 、 次 の サラ ー ョ 
で 下 世 話 な こと に 首 を 突っ 込む こと な く 過 ご す 者 は 、 そ の 行い を 正しい 者 た ちの 善行 の 則 
委 に 記録 され る こと で あろ う 。」( ア ブー・ ダ ー ウ ー ド の 伝承 












































委 。 パ 








@ サラ ー に お いて 長 れ 民 む こと : それ は 以下 に 示す よう な 物事 に より 達成 され る で し ょ 


WSY 





人 訳者 注 : 上 記 の 訳者 注 を 参照 の こと 。 

サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (176) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (649)。 文章 は ムスリム の も の 。 

サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (666)。 

26 訳者 注 ・「 イ フラ ー ム 」 と は ハッ ジ に せよ ウム ラ に せよ 、 巡 礼 の 儀 の 開始 を ニー ヤ (意図 ) する こと で 























2 良好 な 伝承 。、 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (558) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (522)。 サ 
ヒー フ ・ ア ッ テ タ ルギー ブ ・ ワ ッ テ タ ル ヒ ー ブ (315) 参照 。 
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気持 ち を 込め る こと 。 

分 が 今 読ん で いる こと 、 あ る い は 聴い て いる こと に 対す る 理解 と 訟 識 。 

アッ ラー を 偉大 に 思う 心 : それ は アッ ラー の 僅 大 さと 六 厳 さ を 知 り 、 か つ 自 ら が 取 
る に 足ら な い 存 在 で ある こと を 実感 する こと に より 生じ ます 。 こ れ ら に より 人 は 、 
ヨ ら が アッ ラー に 対す る 義務 の 履行 に お いて 至ら な い 存 在 で ある と いう 念 と 、 かれ 
に 対し て 長 れ 慎む 念 を 抱く の で す 。 

厳 表 さ : アッ ラー の ご 威力 と 偉大 さ 、 そ し て 箇 高 な る お 方 に 対す る 義務 の 履行 に お 
ける し ゃ も べ の 至ら な さ を 知 る こと で 生じ ます 。 

希求 の 念 : サラ ー に お いて 、 僅 大 か つ 荘 厳 な る アッ ラー の 報奨 を 心 よ り 望 むこ と で 
差 恥 心 : アッ ラー の 恩恵 の 数 々 と 、 崇高 な る お 方 に 対す る 義務 の 履行 に お ける し も 
べべ の 至ら な さ を 知 る こと で 生じ ます 。 





























































































































⑯ イス ラー ム の 教え に 沿っ た 形 に お いて 、 サ ラー で 泣く こと : 




















預言 者 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は サラ ー に お いて 涙 を 流し 、 鍋 が 煮え 立 
つ 時 に 生じ る よう な 音 を 漏らし つつ し ゃ くり 上 げた も の で し た が 、 泣 きじ ゃ くっ た り 声 を 
上 げた り は し ませ ん で し た 。 
































また 彼 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) が 泣く の は 、 時 に アッ ラー へ の 明 怖 の 念 
か ら で あ っ た り 、 役 の ウン マ (共同 体 ) に 対す る 恐れ や 心配 の 念 で あっ た り 、 ま た 時 に は 
死人 へ の 慈悲 の 念 か ら 来 る も の で あっ た り し まし た 。 ま た 時 に は アッ ラー の お 約束 と 警告 
を 含む クルアーン の 説 を 聞い た り 、 ア ッ ラ ー と その み し る し と 恩恵 の 数 々 や 預言 者 た ちの 


話 を 想起 し た りす る 時 で あっ た り も し まし た 。 









































































































































⑯ サラ ー に お ける 長居 の 念 の よう に 、 イ バ ー ダ ( 此 拝 行為 ) の 本 質 に 関わ っ て くる 重要 な 
徳 を 遵守 する こと は 、 場 所 に 関す る 徳 よ り も 優先 され ます 。 ゆ え に 混 雑 な ど 、 虹 怖 の 念 
が 減少 し て し まう よう な 場所 で は サラ ー し な い 方 が よい で し ょ う 。 





